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1. 背景・目的 

高血圧を主要因とする循環器疾患の住宅内での死亡者

数は、冬季に集中することが明らかにされている文 1)。高

血圧には室内温熱環境が影響を及ぼす可能性が指摘され

ており、その影響は年齢等の個人属性の違いにより大き

く異なることが明らかにされつつある文 2)。しかし血圧に

影響を及ぼすとされる個人属性、生活習慣を包括的に捉

えた上で、室内温熱環境の影響を検証した例は少ない。

そこで本研究では、様々な個人属性、生活習慣（以後、

居住者属性）を有する居住者を対象に、室温が家庭血圧

に及ぼす影響を明確にするため、実測調査を行った。 

2. 実測調査 

2.1 実測調査の概要 

 2012 年 1～3 月に高知県土佐町在住の 29 名（25 世帯）、

2012 年 11～12 月に山口県在住の 143 名（63 世帯）を対

象に実測調査を行った。尚、調査開始前に温度計の設置

方法や測定機器の使用方法等に関する説明会を実施した。 

2.2 測定項目（表 1） 

2.2.1 血圧に関する調査概要 

高知県土佐町の対象者は 1 ヶ月間、山口県の対象者は 2

週間の家庭血圧測定を行った。測定は、「家庭血圧測定の

指針」文 3)に則り、起床時と就寝前の 1日 2回とした。 

2.2.2 住宅に関する調査概要 

対象者の住宅に関して、温湿度、断熱性能等について

調査を実施した。温湿度は、居間・寝室・トイレの床上

1.1m の高さにて、10 分間隔の連続測定を行った。また、

断熱性能等に関してはアンケート調査で把握した。 

3. 実測結果及び考察 

3.1 居住者属性に関するアンケート（図 1, 2, 表 2） 

 対象者のうち血圧測定を 5 日以上実施した 127 名を分

析対象とした。平均年齢は 54.1 歳であり、日本の平均年

齢 44.9 歳より高めのサンプルであった（図 1）。平均 BMI

は 22.7 kg/m
2 であり、標準的な体型であった（図 2）。男

女の比率は、女性が僅かに多かった。約 6 割が非喫煙者

であり、飲酒習慣は、週 1 回未満の対象者が約半数を占

めていた。食事に関して、普通味嗜好の対象が約 7 割を

占め、野菜及び果物は、約 6 割がほぼ毎日摂取していた。 

3.2 断熱性能と居間室温最低値の関係（図 3） 

 最低外気温日における居間室温の最低値注 1)を、断熱性

能別に比較した注 2)結果、H11 基準の住宅は、無断熱の住

宅より居間室温の最低値が約 5.2℃高かった（p<0.001）。 

3.3 年齢と居間室温平均値の関係（図 4） 

 「居間で、冬、暖房が効かずに寒いと感じること」が

「めったにない」、「全くない」と回答した対象者の、実

測期間全体の居間室温の平均値を年代別に比較した。そ

の結果、40 歳未満、40 代と比較して、70 歳以上の対象者

の住宅は、居間室温が有意に低かった。これは高齢者ほ

ど温冷感が鈍化していることに起因すると推察される。 

表 2 対象者の属性 

属性 上段：選択肢, 下段：度数（百分率） 

性別 
男性 

57（45 %） 

女性 

70（55 %） 
   

喫煙 
なし 

76（60 %） 

やめた 

32（25 %） 

あり 

17（13 %） 

無回答 

2（2 %） 
 

飲酒習慣 
週 1 回未満 

58（46 %） 

週 1, 2 回 

23（18 %） 

週 3~5 回 

11（9 %） 

週 6, 7 回 

30（24 %） 

無回答 

5（4 %） 

味嗜好 
薄い 

16（13 %） 

普通 

86（68 %） 

濃い 

16（13 %） 

制限中 

7（6 %） 

無回答 

2（2 %） 

野菜・果物 

摂取頻度 

摂取しない 

2（2 %） 

週 1, 2 回 

10（8 %） 

週 3~5 回 

39（31 %） 

週 6, 7 回 

73（57 %） 

無回答 

3（2 %） 
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図 1 年齢ヒストグラム 図 2  BMIヒストグラム 

表 1 調査項目一覧（括弧内は使用機器） 
分類 項目 

居 

住 

者 

血 

圧 
家庭血圧(通信機能付血圧計 UA767-PC, 自動血圧計 HEM-7420) 

属 

性 

年齢, 性別, 身長, 体重, 既往歴, 食事, 

運動, 睡眠, 飲酒, 喫煙, 降圧剤服用 等 

住 

宅 

 温湿度(おんどとり RTR-53A, TR-72Ui, TR-72U) 

 断熱性能, 暖房の利用状況 等 
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20

22

居
間
室
温
の
平
均
値

[℃
]

40歳未満
(n=14)

40代
（n=16）

50代
（n=15）

60代
（n=15）

70歳以上
（n=15）

*
*

*p<0.05

6

8

10

12

14

16

18

居
間
室
温
の
最
低
値

[℃
]

無断熱
(n=20)

S55基準
(n=19)

H4基準
(n=7)

H11基準
(n=9)

*
*

***
*

*p<0.05 ***p<0.001

図 3 居間室温最低値の比較 

（断熱性能別） 

図 4 居間室温平均値の比較 

（年代別） 
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3.4 室温が家庭血圧に及ぼす影響（表 3） 

 分析にあたり、脳卒中や心筋梗塞等の循環器疾患の発

症が多発するとされる起床時の血圧文 4)に着目し、予後予

測能に優れるとされる最高血圧文 5)に焦点を当てる。居住

者属性を制御した上で室温が血圧に影響を与えるか検証

するため、起床時最高血圧を目的変数として、表 3 に示

す説明変数を投入した重回帰分析（変数選択法：ステッ

プワイズ法）を実施した注 2)。その結果、居間室温 10℃低

下につき、最高血圧が約 6 mmHg 上昇することが示唆さ

れた。また外気温と室温の双方では、室温のみが 5%有意

水準を満たすことから、室温管理の重要性が示唆された。 

3.5 室温低下に伴う血圧変化量の属性別比較（図 5） 

 127 名中 78 名に、室温低下に伴う血圧上昇が見られた

（うち 17 名 p<0.05）。属性別に室温 10℃低下時の血圧変

化量（平均値）を比較した結果、高齢で、野菜・果物摂

取頻度が少ないほど室温低下時の血圧上昇量が有意に大

きいことが示された。また、脳血管疾患、高脂血症、腎

臓病の既往歴ありの対象者ほど室温低下に伴う血圧上昇

量が大きい傾向が見られた。加齢や高脂血症・腎臓病は

動脈硬化の主要因とされており、動脈硬化が進んでいる

対象者ほど室温の影響を強く受ける可能性が示唆された。 

3.6 居住者属性を考慮した室温と血圧の関係（図 6） 

 居住者属性は血圧の値のみならず、室温低下に伴う血

圧上昇量にも影響を与えることが明らかになった。そこ

で血圧へ寄与する年齢、BMI、既往歴の有無注 5)別に室温

と血圧の関係を示す。年齢が高いほど血圧の値、室温低

下に伴う血圧上昇量が大きく、同年代においても既往歴

ありの方が、血圧上昇量が大きいことが示された。 

4. まとめ 

居住者属性を制御した上でも室温の影響が確認され、

居間室温 10℃低下につき、最高血圧が約 6 mmHg 上昇す

ることが示唆された。また起床時居間室温の低下に伴い

最高血圧が高くなる傾向が確認され、その影響は高齢で、

動脈硬化が進んでいるほど大きい可能性が示唆された。 
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図 5 室温 10℃低下に伴う血圧上昇量 (属性別) 

表 3 重回帰分析の説明変数と影響度 

説明変数 
偏 

回帰係数 
影響度注 3) 

年齢 [歳] 0.48  0.36*** 

BMI [kg/m2] 1.22  0.20*** 

ストレス [1)よくある 2)たまにある 3)めったにない 4)ない] － － 

飲酒 [日/週] 0.76  0.12*** 

冬季活動量 [MET-minutes/week] 0.00 0.06** 

味嗜好 [1)薄い 2)普通 3)濃い 4)制限している] 2.77  0.08*** 

野菜・果物摂取 [1)週 6, 7日 2)週 3~5日 3)週 1, 2 日 4)なし] 3.01  0.12*** 

睡眠不足 [1)よくある 2)たまにある 3)めったにない 4)ない] 1.12 0.05** 

居間室温 [℃] -0.61  -0.13*** 

外気温 [℃] － － 

**p<0.01,***p<0.001 

図 6 起床時最高血圧と室温の関係 (BMI>25)注 4) 
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